
20年間で「暮らし方」が大きく変容
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　高齢化や独居が増加する中、奈良市議会の鍵田美智子は昨年７月の市議選で訴えた「おひとりさま」の施策実現に向けて令和７年度の市
議会活動に取り組んできました。今年度から市は新規事業「高齢者実態把握調査」を行い、増え続ける独居高齢者の現状を把握し、孤立さ
せないための第一歩を踏み始めます。最期の最後まで個人の意思が尊重され、孤独にならない暮らしの実現を目指していきます。

　奈良市の国勢調査を基に私が集計した結果では、市内
の未婚者＝表参照＝は、平成12（２０００）年を１００％
とした場合、令和２（２０２０）年は65歳以上で３１５％、
75歳以上では３４８％まで増加しています。
　また離別（離婚）を見ると、65歳以上で３２３％、75歳
以上で４２８％と急増。未婚、離婚を選択される方がこの
20年間で急増し、「独居高齢者」が想像を超えるペース
で増加しています。　
　また夫婦のみの高齢者世帯と、高齢者の単身世帯の割
合は、４年後の令和12（２０３０）年以降に逆転＝グラフ
参照＝することが国の試算で明らかになっています。

身寄りのない孤独死増加
　行政や奈良医大、検察で組織する「奈
良県死因究明等推進協議会」の調査で
は一昨年、県内の自宅で孤独死された方
の総数は２３１７件にも上りました。県内
の人口比率で推計するとこの４割ほど
が奈良市内での発生と考えられます。
　生活保護法に基づき奈良市では、葬
儀納骨が行えない方に対し、総裁扶助
費を支出しています。このうち、身寄りが
なく、ご遺骨の引き取り手がない方の件
数＝グラフ参照＝は、令和６年度から急
増傾向になりました。

　奈良市は今年度から、増加し続ける独居の高
齢者「おひとりさま」の状況を把握し、民生委員
や地域包括支援センターなど、適切な支援を行
うことを目的に75歳以上の独居高齢者を対象
にした「高齢者実態把握調査事業」を初めて実
施します。
　声なき声をお聞きし、孤立化を防止し、見えに
くい課題や問題を浮き彫りにします。具体的に
は７月ごろから対象者に調査票を送付。それを基
に名簿化し、民生委員と共有。希望者には民生
委員の訪問と見守りを行っていく仕組みです。
　今後は、終末期医療を望む、望まないをはじ
め、ご自身の最期のあり方の希望をお聞きする
など、人生の最終段階を迎えた方々の意志を
尊重できる施策へとつなげていきたい考えです。

ご遺骨の引き取り手がない人の件数
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今年度から「おひとりさま」の実態調査へ
高齢者実態把握調査事業の流れ

75歳以上の独居高齢者を
対象に調査票を送付

a）調査票を未返送の方

b）調査票を返送済で誰ともつながりがなく
　 民生委員の訪問を希望されている方

日頃の地域の見守り活動の中で
名簿を活用して訪問と見守り

孤独・孤立を防ぐ、高齢者支援へ

奈良市

対象者から返送された調査票を
地区ごとに名簿化

奈良市

名簿を完成させ、民生委員へ配布奈良市

作成した名簿を、それぞれの
担当地区ごとに民生委員と共有

奈良市

名簿を基に独居高齢者を訪問民生委員

訪問結果を市に報告民生委員

民生委員

未返送者分の調査票を市へ提出民生委員

【７月ごろ】

【2～3ケ月間想定】

独居高齢者が孤独にならない暮らしの実現へ
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単身と夫婦世帯の
割合が逆転へ
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奈良県の高齢者世帯数と将来推移市内独居高齢者の未婚者と離別者の
平成12年を基本値とした割合

一般世帯総数に占める夫婦のみの世帯割合
一般世帯総数に占める単身世帯割合

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計
　　　（都道府県別推計）」（2019年推計）から出典：国勢調査を基に作成
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鼓阪小学校と佐保小学校再編をめぐり
市議会が市議会の意思を否定する形に

　奈良市は現在、鼓阪小学校と佐保
小学校を統合し、新しい小学校を現
佐保小＝写真＝を建設しています。
地元の方々のご尽力で新しい小学校
の名称や通学体制なども固まりつつ
あります。
　こうした中、市議会３月定例会には、
遠距離になる鼓阪小校区の児童らが
登下校に使用するバスを準備する予
算などが計上されましたが、賛成は私
を含めて少数で、否決されました。
　そもそも、現在建設している校舎
は、少子化に伴い、将来的にも児童数
が激減すると試算される鼓阪小の子
どもたちの教育環境が悪化しないよ
う佐保小と再編するため、市は令和
５年３月（令和４年度末）に再編、新
校舎を建設するための「基本設計・実
施設計」の業務委託を市議会に提案
し、市議会はこれを可決しています。
　さらに令和６年３月（令和５年度
末）には、鼓阪と佐保小を再編して新
校舎を建設するための予算51億円
を市は市議会に提案。市議会はこれ

を全会一致で可決しました。
　その後、建設のための予算枠が、建
設資材、人件費の高騰などを受けて
「足りない」と判断した市は、市議会に
総事業費の増額を市議会に求めまし
たが、市議会はこれを否決。建設の予
算は、51億円を上限だと、市議会が
市に示した形です。
　この動きと同時に市議会の一部
では「鼓阪小の統廃合はいかがなも
のか」「統廃合を再検討すべき」など
と、市議会自ら可決した再編を否定
するようになりました。市議会が自ら
決定したことを市議会が否定するい
びつな形と言えます。
　令和７年３月（令和６年度末）の市
議会で市議会は再編は認めないとの
意思を示し、当初の市議会の意思決
定から１８０度異なるいびつな判断に
なっているといわざるを得ません。
　私は今後も政治的な思惑や対立
ではなく、子どもたちと地元の将来
を主軸にし、スムーズな再編への移
行に努めていきます。

多聞城が市指定文化財に登録

　松永久秀が築城した法連町にある多聞
城跡が３月、市文化財保護審議会を経て、
市指定文化財に指定されました。これまで
大和・多聞城研究会の皆さまや地元の方々
を中心に、市指定文化財に登録を求める署
名活動など、ご尽力をいただきました。

自宅で認知症サポーター講座を開催
　認知症を正しく理解し、患者本人やご家族を
見守る「認知症サポーター」の養成講座を３月、
私の自宅で開催いたしました。福祉事業所のご
協力の下で、同僚議員をはじめ、地域の方々の
ご参加をいただき、認知症を取り巻く現状や、
自分たちが寄り添えることなどを学びました。

監獄ミュージアムオープン
　奈良市般若寺町でラグジュアリー
ホテル建設が進んでいる国の重要文
化財「旧奈良監獄」の保存活用事業で
歴史紹介や展示を行う「奈良監獄ミュ
ージアム」が４月、オープンし、式典に
参加しました。

鼓阪小学校と佐保小学校の再編をめぐる流れ

令和5年 市議会3月定例会
再編、建設するための「基本設計・実施設計」
外部委託予算案

令和6年 市議会3月定例会
鼓阪小と佐保小を再編して新校舎を建設するため
の予算案51億1450万円

令和6年 市議会９月定例会
建設予算上限を51億1450万円から63億3850
万円へ、約12億円増額する補正予算案

令和6年 市議会12月定例会
９月の否決を受け、建設予算上限51億1450万円
から60億7250万円に増額する補正予算案

令和6年 市議会12月定例会
建設予算上限を当初通りの51億1450万円にする
修正案を提出

令和8年 市議会３月定例会
鼓坂小学校の生徒が通学するためのスクールバス
に係る予算案

令和8年 市議会３月定例会
閉校の記念品や記念誌発行の予算案

令和6年 8月 新校舎建設工事の入札が、建設資材、人件費の高騰な
どを受け、参加者なしで不成立

令和7年 4月 ２度目の一般競争入札で新校舎建設事業者が決まり、
工事がスタート
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